『異制庭訓往来』の時代性 : 六月(討伐-武具・武人群)の場合 by 三保  サト子 & Satoko Miho
は
じ
め
に
『
異
制
庭
訓
往
来』
(『
異
庭』
と
略
称)
と
『
新
撰
遊
覚
往
来』
(『
遊
覚』)
と
は
多
く
の
共
通
す
る
語
群
を
内
包
し
、
そ
の
成
立
に
お
い
て
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
が
想
定
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
両
者
の
重
な
り
と
ズ
レ
は
、
作
品
を
成
立
さ
せ
た
文
化
圏
の
反
映
で
あ
る
と
の
仮
説
に
立
ち
、『
異
庭』
所
収
書
状
の
話
題
を
分
析
す
る
。
本
稿
は
両
者
の
ズ
レ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
異
庭』
を
必
要
と
し
た
文
化
圏
は
、
新
興
為
政
者
階
級
と
し
て
子
弟
教
育
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
武
家
社
会
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
異
庭』
に
あ
っ
て
『
遊
覚』
に
は
な
い
話
題
を
収
め
る
書
状
は
、
二
月
(
負
態
―
食
品
群)
・
五
月
(
偸
盗
―
財
宝
群)
・
六
月
(
討
伐
―
武
器
・
武
人
群)
の
三
ヶ
月
分
で
あ
る
。
こ
の
内
、
二
月
・
五
月
に
つ
い
て
は
別
稿
(
注
１)
に
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
六
月
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
稿
に
倣
い
、
以
下
の
手
順
で
考
察
を
進
め
る
。『
異
庭』
の
書
状
は
一
通
が
極
め
て
長
く
、
雑
多
な
話
題
を
詰
め
込
ん
だ
か
の
印
象
を
与
え
る
た
め
、
先
ず
は
、
組
込
ま
れ
た
語
句
集
団
を
切
出
す
作
業
が
大
切
に
な
る
。
(
一)
書
状
の
構
成
と
用
件
書
状
を
整
理
し
、
一
通
毎
の
構
成
・
用
向
き
・
語
句
集
団
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
。
(
二)
語
句
集
団
の
詳
細
所
収
語
句
集
団
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
語
句
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
語
句
集
団
を
細
か
く
分
類
す
る
。
(
三)
語
句
集
団
の
特
色
一
々
の
語
句
に
つ
い
て
考
証
し
、
作
者
が
何
を
教
育
内
容
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
か
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
時
代
的
・
文
化
的
特
徴
は
何
か
を
考
え
る
。
引
用
は
原
則
と
し
て
謙
堂
文
庫
本
『
新
撰
之
消
息』
(
謙
堂
本
と
略
称)
に
よ
る
(
注
２)。
必
要
に
応
じ
て
、
国
会
図
書
館
蔵
本
(
国
会
本)
や
筑
波
大
学
蔵
本
(
筑
波
本)
を
参
照
す
る
も
の
と
す
る
。
六
月
(
討
伐
―
武
具
・
武
人
群)
状
は
、
梟
徒
追
伐
の
命
を
受
け
た
｢
相
模
守｣
が
、
若
党
の
た
め
の
馬
・
物
具
の
借
用
を
依
頼
す
る
往
状
と
、
進
覧
を
約
束
す
る
｢
二
位｣
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『
異
制
庭
訓
往
来』
の
時
代
性
―
六
月
(
討
伐
―
武
具
・
武
人
群)
の
場
合
―
三
保
サ
ト
子
(
総
合
文
化
学
科)
T
h
e
H
istorical
C
h
aracteristics
of
Isei
T
eikin
O
rai
―R
ecords
for
J
u
n
e
(A
rm
ou
rs
an
d
A
rm
oreds)
―
S
atok
o
M
ih
o
キ
ー
ワ
ー
ド：
異
制
庭
訓
往
来
語
句
集
団
武
家
用
子
弟
教
育
の
返
状
か
ら
成
っ
て
い
る
。
往
状
に
よ
れ
ば
、
時
あ
た
か
も
｢
飢
饉
の
憂
へ
に
依
り
て
、
悪
党
蜂
起
し
国
々
に
横
行
す
る｣
状
況
で
あ
る
。
悪
党
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
浩
史
氏
が
、
十
二
世
紀
半
ば
か
ら
現
れ
る
悪
党
は
、
堺
争
論
に
お
い
て
外
部
か
ら
荘
園
領
域
に
侵
入
す
る
行
為
に
対
し
て
用
い
ら
れ
、
鎌
倉
後
半
の
十
三
世
紀
後
半
、
建
治
・
弘
安
年
間
か
ら
｢
本
所
敵
対｣
行
為
に
対
し
て
悪
党
と
呼
称
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
(
注
３)。『
異
庭』
が
書
か
れ
た
時
代
に
も
、
同
様
の
背
景
を
想
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
も
、
前
書
き
に
言
う
｢
才
無
く
し
て
爵
を
竊
み
、
讒
を
以
て
国
を
乱
る｣
｢
其
の
虐
政
を
苦
し
む
こ
と
、
此
に
類
す
る
こ
と
彼
く
の
如
し｣
等
の
文
言
に
は
、
世
に
容
れ
ら
れ
な
い
筆
者
の
悲
憤
が
滲
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
往
状
の
記
主
｢
相
模
守｣
と
は
立
場
を
異
に
す
る
知
識
人
を
想
起
さ
せ
る
。
一
書
状
の
構
成
と
用
件
一
通
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
【
六
月
往
状
】
季
節
の
挨
拶
用
件
前
半
(
夫
…
…)
飢
饉
の
憂
い
に
よ
り
悪
党
が
横
行
し
、
天
下
が
乱
れ
て
い
る
。
武
門
に
生
ま
れ
幕
府
に
仕
え
る
自
分
は
梟
徒
追
伐
の
宣
旨
を
被
っ
た
が
、
馬
・
物
具
の
準
備
が
整
わ
ず
、
発
向
で
き
ず
に
い
る
。
文
武
の
効
用
を
説
く
。
｢
夫
…
…｣
文
は
徳
を
修
め
、
武
は
逆
を
懲
ら
す
。
｢
夫
…
…｣
武
は
、
乱
を
治
め
危
を
扶
け
る
、
ま
た
、
国
を
保
ち
、
家
を
安
く
す
る
基
本
で
あ
る
。
語
句
集
団
Ａ
《
武
が
逆
を
懲
ら
し
徳
を
施
す
例
》
語
句
集
団
Ｂ
《
兵
仗
の
種
類
と
天
道
・
人
道
呼
応
の
形
》
語
句
集
団
Ｃ
《
兵
法
書
》
用
件
後
半
兵
法
の
芸
を
顕
し
名
を
挙
げ
る
絶
好
の
時
を
迎
え
た
今
、
是
非
、
若
党
ど
も
に
馬
と
物
具
を
お
貸
し
頂
き
た
い
。
結
び
の
挨
拶
＋
結
語
日
付
・
上
書
・
名
宛
人
【
六
月
返
状
】
返
状
の
挨
拶
用
件
前
半
(
抑
…
…)
朝
敵
退
治
の
大
将
を
拝
命
し
た
相
手
へ
の
祝
詞
古
の
武
を
称
揚
し
、
今
の
武
を
難
ず
る
。
｢
夫
…
…｣
古
の
武
は
乱
を
治
め
、
徳
に
帰
す
。
今
の
武
は
乱
を
好
み
、
徳
を
棄
て
る
。
語
句
集
団
Ｄ
《
古
の
武
人
》
語
句
集
団
Ｄ
―
ａ
(
異
朝
の
例)
語
句
集
団
Ｄ
―
ｂ
(
本
朝
の
例)
語
句
集
団
Ｅ
《
今
の
武
人
》
語
句
集
団
Ｅ
―
ａ
(
本
朝
の
例)
語
句
集
団
Ｅ
―
ｂ
(
異
朝
の
例)
用
件
後
半
物
具
・
馬
・
鞍
等
の
進
覧
を
約
す
。
語
句
集
団
Ｆ
《
物
具
》
語
句
集
団
Ｆ
―
ａ
(
鎧
の
種
類
―
威
毛)
語
句
集
団
Ｆ
―
ａ’
(
鎧
の
部
位
名
称)
語
句
集
団
Ｆ
―
ｂ
(
甲
の
部
位
名
称)
語
句
集
団
Ｆ
―
ｃ
(
源
家
相
伝
の
鎧
、
平
家
重
代
の
鎧)
語
句
集
団
Ｆ
―
ｄ
(
弓
と
征
矢)
語
句
集
団
Ｆ
―
ｅ
(
著
名
な
刀
剣
の
名)
語
句
集
団
Ｇ
《
馬
・
馬
具
》
語
句
集
団
Ｇ
―
ａ
(
馬
の
種
類)
語
句
集
団
Ｇ
―
ｂ
(
中
国
の
名
馬
・
本
朝
の
名
馬)
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語
句
集
団
Ｇ
―
ｃ
(
上
質
の
馬
具
類)
結
び
の
挨
拶
＋
結
語
日
付
・
上
書
・
名
宛
人
往
状
は
｢
二
位
殿｣
へ
、
返
状
は
｢
相
模
守｣
へ
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。｢
毎
時
御
上
洛
の
時
を
期
し
候｣
(
返
状)
と
あ
る
の
で
、
二
位
は
在
京
の
貴
人
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。二
語
句
集
団
の
詳
細
話
題
は
武
力
と
そ
れ
を
行
使
す
る
武
者
と
に
集
中
す
る
。
文
武
兼
行
と
は
い
い
な
が
ら
、
主
張
さ
れ
る
の
は｢
武｣
の
有
用
性
で
あ
り
、
世
界
は
武
力
に
よ
っ
て
こ
そ
治
ま
っ
て
き
た
と
す
る
の
が
記
主
の
立
場
で
あ
る
。
語
句
集
団
は
武
者
た
る
者
に
必
要
な
知
識
か
ら
成
っ
て
い
る
。
(
１)
語
句
集
団
Ａ
に
つ
い
て
武
は
、
逆
を
懲
ら
し
め
徳
を
施
す
も
の
で
あ
っ
た
。
往
状
は
ま
ず
、
称
揚
す
べ
き
武
力
行
使
の
実
例
を
挙
げ
る
。
①
〜
④
の
四
例
が
中
国
に
お
け
る
も
の
、
続
く
二
例
⑤
⑥
が
本
朝
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
文
武
兼
行
の
例
と
さ
れ
て
い
る
。
《
Ａ
―
ａ
人
倫
に
お
け
る
中
国
尚
武
の
実
例
》
①
黄
帝
が
蚩
尤
を
殺
す
②
虞
帝
が
苗
民
を
威
す
③
殷
湯
が
葛
伯
を
征
す
④
成
王
が
管
蔡
を
殺
す
《
Ａ
―
ｂ
人
倫
に
お
け
る
本
朝
尚
武
の
実
例
》
⑤
貞
盛
が
将
門
を
討
つ
⑥
義
家
が
貞
任
を
戮
る
(
２)
語
句
集
団
Ｂ
に
つ
い
て
こ
う
し
た
尚
武
の
思
想
は
、
人
倫
社
会
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
庭
で
も
同
様
で
あ
る
。
語
句
集
団
Ｂ
は
、
人
道
・
天
道
の
呼
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
兵
法
と
兵
仗
の
関
係
、
ま
た
、
兵
仗
の
種
類
が
挙
げ
ら
れ
、
続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
仗
が
、
天
庭
で
は
ど
の
星
に
対
応
す
る
か
が
示
さ
れ
る
。
兵
仗
に
は
旗
と
弓
矢
と
刀
剣
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
照
応
す
る
。
《
Ｂ
天
道
・
人
道
呼
応
の
形
》
①
天
庭
の
武
官
は
北
斗
七
星
中
の
武
曲
破
軍
・
天
狗
星
等
②
天
庭
の
旗
(
国
会
本
は
｢
旌
旗｣)
は
太
白
星
の
象
す
が
た
③
天
庭
の
弓
箭
は
羽
林
星
の
形
④
天
庭
の
刀
剣
は
戦
龍
の
精
(
３)
語
句
集
団
Ｃ
に
つ
い
て
語
句
集
団
Ｃ
は
兵
法
書
群
で
あ
る
。
次
の
五
本
が
挙
が
っ
て
い
る
。
《
Ｃ
兵
法
書
》
①
六
韜
②
三
略
③
呉
子
④
孫
子
⑤
司
馬
法
以
下
は
返
状
に
配
さ
れ
た
語
句
集
団
で
あ
る
。
(
４)
語
句
集
団
Ｄ
に
つ
い
て
語
句
集
団
Ｄ
は
古
の
武
人
で
あ
る
。
古
の
武
は
乱
を
治
め
、
徳
に
帰
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
い
、
中
国
に
お
け
る
四
名
と
日
本
に
お
け
る
四
名
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
往
状
に
収
め
る
《
語
句
集
団
Ａ
》
を
補
完
す
る
。
《
Ｄ
―
ａ
古
の
武
人
異
朝
の
例
》
①
白
起
②
王
翦
③
廉
頗
④
李
牧
《
Ｄ
―
ｂ
古
の
武
人
本
朝
の
例
》
⑤
田
村
⑥
利
仁
⑦
頼
光
⑧
保
昌
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(５)
語
句
集
団
Ｅ
に
つ
い
て
語
句
集
団
Ｅ
は
、
今
の
武
人
で
あ
る
。
今
の
武
は
堕
落
し
、
乱
を
好
み
、
徳
を
棄
て
る
武
に
成
り
下
が
っ
て
い
る
と
す
る
。
堕
落
し
た
今
の
武
の
代
表
と
し
て
挙
が
る
の
は
、
本
朝
・
異
朝
合
わ
せ
て
次
の
四
人
で
あ
る
。
往
状
に
は
対
応
す
る
部
分
が
な
く
、
記
述
が
少
な
い
。
実
は
、
前
五
月
(
往
状)
に
お
い
て
、
偸
盗
・
悪
逆
関
係
語
群
《
Ｂ
―
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
》
と
し
て
①
〜
⑨
の
具
体
例
を
既
に
取
上
げ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
省
筆
し
た
の
で
あ
る
(
注
４)。
《
Ｅ
―
ａ
今
の
武
人
本
朝
の
例)
①
将
門
②
純
友
《
Ｅ
―
ｂ
今
の
武
人
異
朝
の
例)
③
超
括
(
国
会
本
は
趙
括)
④

統
か
(
謙
堂
本
は

涓
、
国
会
本
は

)
(
６)
語
句
集
団
Ｆ
(
物
具)
に
つ
い
て
語
句
集
団
Ｆ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ａ
・
ａ’
・
ｃ
鎧
・
ｂ
甲
・
ｄ
弓
矢
・
ｅ
刀
剣
で
あ
る
。
《
武
具
Ｆ
―
ａ
鎧
の
種
類
―
威
毛)
①
卯
ノ
花
威
②
洗
皮
③
小
桜
威
④
縹
色
⑤
紺
糸
威
⑥
黒
糸
⑦
黒
皮
⑧
赤
糸
⑨
赤
皮
⑩
紫
糸
⑪
紫
皮
⑫
萠
黄
糸
(
モ
ヘ
ギ
イ
ト)
⑬
附
子
縄
目
(
フ
シ
ナ
ハ
メ)
⑭
紫
下
濃
(
ス
ソ
ゴ)
⑮
面
高
(
ヲ
モ
タ
カ)
⑯
草
鞋
(
サ
ウ
ア
ヒ)
①
と
②
は
白
色
。
卯
ノ
花
威
は
白
糸
威
、
洗
皮
は
白
韋
(
皮)
威
の
こ
と
で
あ
る
。
③
小
桜
威
は
小
紋
韋
威
の
一
種
。
桜
花
の
小
紋
型
を
藍
で
染
め
た
も
の
を
い
う
。
⑬
附
子
縄
目
は
伏
縄
目
威
。
斜
め
に
白
・
浅
葱
・
藍
で

に
染
め
た
韋
を
縄
目
韋
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
る
威
を
い
う
。
⑭
紫
下
濃
は
白
・
黄
・
薄
紫
・
紫
と
上
を
淡
く
裾
に
向
か
っ
て
濃
く
す
る
威
で
あ
る
。
裾
濃
は
匂
(
濃
い
色
か
ら
淡
い
色
へ
移
り
最
後
を
白
と
す
る)
の
一
種
。
⑮
面
高
は
沢
潟
。
周
囲
の
地
色
と
相
違
す
る
色
で
、
山
形
を
暈
繝
に
威
し
た
形
が
沢
潟
の
葉
を
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
名
称
。
最
も
複
雑
な
配
色
を
誇
る
威
。
⑯
草
鞋
は
不
審
。
糸
威
イ
ト
ヲ
ト
シ(
国
会
本
・
筑
波
本)
、
草タカ
威
(
陽
明
文
庫
本)
。
《
武
具
Ｆ
―
ａ’
鎧
の
部
位
名
称)
①
推
付
(
ヲ
シ
ツ
ケ)
②
胸
(
ム
ネ)
板
③
脇
立
(
ワ
キ
タ
テ)
④
藍
摺
(
ア
イ
ス
リ)
⑤
栴
檀
(
セ
ン
ダ
ン)
⑥
弦
走
(
ツ
ル
バ
シ
リ)
《
武
具
Ｆ
―
ｂ
甲
の
部
位
名
称)
①
顛
結
(
テ
ツ
ケ
ツ)
②
正
面
(
マ
ツ
カ
ウ)
③
吹
反
(
フ
キ
カ
ヘ
シ)
④
钁
(
ク
ワ)
形
⑤
剣
首
(
ケ
ン
サ
キ)
⑥
竹
(
タ
カ
カ
サ)
《
武
具
Ｆ
―
ｃ
源
家
相
伝
・
平
家
重
代
の
鎧
》
次
の
①
〜
⑨
が
源
氏
に
伝
わ
る
名
品
、
⑩
⑪
の
二
点
が
平
家
の
そ
れ
で
あ
る
。
①
七
龍
②
八
龍
③
月
数
④
日
数
⑤
丸
太
⑥
産
衣
⑦
膝
丸
⑧
薄
金
⑨
小
袖
⑩
唐
皮
⑪
薄
雲
《
武
具
Ｆ
―
ｄ
弓
と
征
矢
》
こ
こ
に
は
、
弓
矢
の
固
有
名
は
出
て
こ
な
い
。
弓
は
銘
を
持
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
重
宝
と
し
て
相
伝
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
進
呈
す
る
弓
矢
の
秀
逸
な
る
こ
と
を
言
い
つ
つ
、
弓
術
関
連
の
慣
用
表
現
が
連
ね
て
あ
り
、
弓
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
養
由
・
基
督
・
君
謨
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
毬
打
臂
(
ギ
ッ
チ
ョ
ウ
カ
イ
ナ)
之
癖
物
②
下
弭
(
モ
ト
ハ
ズ)
・
末
弭
(
ウ
ラ
ハ
ズ)
ヲ
弁
ヘ
ザ
ル
(
之)
仁
▽
飛
鳥
ヲ
落
シ
走
獣
ヲ
留
ム
ル
(
之)
重
宝
(
国
会
・
筑
波
本
ほ
か)
▽
養
由
・
基
督
・
君
謨
ノ
(
之)
神
弓
(
国
会
・
筑
波
本
ほ
か)
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《
武
具
Ｆ
―
ｅ
著
名
な
刀
剣
の
名
》
①
龍
泉
②
太
阿
③
干
将
④
莫
耶
⑤
草
薙
・
村
雲
⑥
髭
切
⑦
小
烏
⑧
抜
丸
⑨
母
子
丸
前
半
の
四
振
り
①
〜
④
は
中
国
の
も
の
、
後
半
の
五
振
り
⑤
〜
⑨
が
日
本
の
銘
刀
で
あ
る
。
(
７)
語
句
集
団
Ｇ
(
馬
・
馬
具)
に
つ
い
て
《
Ｇ
―
ａ
馬
の
種
類
》
①
戴
星
(
ヒ
タ
イ
シ
ロ)
②
踏
雪
(
ヨ
ツ
シ
ロ)
③
葦
毛
④
栗
毛
⑤
青
黒
(
ア
ヲ)
⑥
黒
鮫
(
ク
ロ
ブ
チ)
⑦
月
毛
⑧
鹿
毛
⑨
糟
(
カ
ス)
毛
⑩
河
原
(
カ
ハ
ラ)
毛
⑪
連
銭
宿
鴇
(
レ
ン
セ
ン
サ
ヒ
ト
キ)
毛
《
Ｇ
―
ｂ
中
国
の
名
馬
・
本
朝
の
名
馬
》
①
〜
⑤
が
中
国
、
⑥
⑦
は
日
本
に
名
を
残
す
伝
説
の
名
馬
で
あ
る
。
①
周
ノ
八
疋
②
秦
ノ
七
駿
③
呉
ノ
的
廬
④
楚
ノ
烏
騅
⑤
漢
ノ
烏
孫
⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒
⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍
《
Ｇ
―
ｃ
上
質
の
馬
具
類
》
乗
馬
す
る
に
際
し
て
必
要
な
品
々
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
①
②
⑧
な
ど
産
地
を
付
し
た
り
、
③
豹
④
虎
な
ど
異
国
か
ら
の
渡
来
品
に
限
定
し
て
い
る
の
は
、
上
質
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
①
伴
野
ノ
鞍
②
那
波
鐙
(
ア
ブ
ミ)
③
豹
ノ
皮
ノ
上
敷
④
虎
ノ
皮
ノ
切
付
⑤
熊
ノ
皮
ノ
泥
障
(
ア
ヲ
リ)
⑥
蒲
ノ
(
シ
タ
ク
ラ)

し
た
く
ら
は
鞍
橋
く
ら
ぼ
ね
の
下
に
敷
い
て
馬
の
背
を
保
護
す
る
。
二
枚
重
ね
て
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
上
を
切
付
、
下
を
膚
付
と
い
う
。
蒲
の
葉
や
茎
で
編
ん
だ
薦
・
莚
状
の
品
。
⑦
畝
太(
ウ
ネ
ブ
ト)･
広
形(
ヒ
ロ
フ
サ)･
小
絲(
コ
フ
サ)
ノ
鞦(
シ
リ
ガ
イ)･
鞅(
ム
ナ
ガ
イ)
⑧
玉
ノ
井
ノ
轡
⑨
手
縄
(
タ
ヅ
ナ)
⑩
腹
帯
(
ハ
ラ
ビ)
▽
絡
頬
〈
筑
波
本
〉
⑪
籠
頭
(
ヲ
モ
ガ
イ)
⑫
絡
頭
(
ヲ
モ
ツ
ラ)
三
語
句
集
団
の
特
色
多
大
な
語
句
群
を
包
括
す
れ
ば
、(
Ⅰ)
武
具
と
馬
に
関
係
す
る
諸
々
の
名
称
と
、
(
Ⅱ)
武
人
や
武
具
に
ま
つ
わ
る
故
実
の
知
識
に
二
分
さ
れ
よ
う
。
前
者
が
武
者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
実
用
的
知
識
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代
は
既
に
後
者
を
も
初
学
者
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
武
人
の
あ
る
べ
き
姿
が
常
に
本
朝
中
国
の
実
例
を
引
き
な
が
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。
武
も
ま
た
長
い
歴
史
の
上
に
成
長
し
て
き
た
誇
り
高
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
感
得
で
き
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
時
代
を
担
う
に
相
応
し
い
、
武
家
の
子
弟
教
育
を
目
指
し
た
内
容
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
故
実
な
り
歴
史
的
知
識
な
り
の
多
く
は
、
こ
れ
以
降
に
著
さ
れ
た
往
来
物
、『
庭
訓
往
来』
『
新
札
往
来』
な
ど
で
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
『
庭
訓
往
来』
の
簡
略
さ
が
好
ま
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
実
用
に
遠
い
故
実
は
初
学
者
に
は
無
用
の
知
識
と
受
け
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
異
制
庭
訓
往
来』
の
特
色
の
一
つ
は
、『
庭
訓
往
来』
が
捨
て
た
と
見
ら
れ
る
こ
の
非
実
用
的
知
識
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
(
１)
語
句
集
団
Ａ
に
つ
い
て
称
揚
す
べ
き
武
力
行
使
の
実
例
と
さ
れ
た
の
は
、
ま
ず
、
古
代
中
国
の
王
達
で
あ
っ
た
。
次
の
四
名
が
そ
れ
で
あ
る
。
①
黄
帝
が
蚩
尤
を
殺
す
②
虞
帝
が
苗
民
を
威
す
③
殷
湯
が
葛
伯
を
征
す
④
成
王
が
管
蔡
を
殺
す
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ま
ず
、
彼
ら
の
概
略
を
記
し
て
お
く
。
①
の
黄
帝
は
五
帝
の
一
。
暦
算
・
音
楽
・
文
字
・
医
薬
な
ど
を
創
始
し
た
と
さ
れ
る
伝
説
上
の
帝
王
で
あ
り
、
全
て
の
中
国
民
族
の
祖
と
さ
れ
る
。
諸
侯
で
あ
っ
た
蚩
尤
は
妖
怪
軍
を
率
い
て
争
う
が
、
黄
帝
は
指
南
軍
を
使
っ
て
こ
れ
を
打
ち
負
か
す
。(『
史
記』
｢
五
帝
本
紀｣
第
一
ほ
か
(
注
５))
②
の
虞
帝
は
舜
。
同
じ
く
五
帝
の
一
。
人
面
鳥
身
の
北
限
の
神
で
あ
る
苗
民
を
討
伐
し
て
三
危
に
流
し
、
国
家
秩
序
を
確
立
し
た
と
い
う
伝
説
上
の
聖
天
子
。(『
史
記』
同
前)
③
の
殷
湯
は
商
(
殷)
の
初
代
、
湯
王
。
暴
君
と
し
て
知
ら
れ
る
夏
の
桀
王
を
滅
ぼ
し
て
天
子
と
な
る
。
葛
伯
は
夏
の
諸
侯
、
祭
礼
に
必
要
な
羊
や
人
民
を
送
っ
て
や
っ
た
に
も
拘
ら
ず
湯
の
派
遣
し
た
子
供
を
殺
し
、
滅
ぼ
さ
れ
た
。
(『
史
記』
｢
殷
本
紀｣
第
三
・『
孟
子』
｢
滕
文
公
章
句
下｣
第
五
章
ほ
か)
④
の
成
王
は
武
王
の
子
、
周
の
二
代
目
天
子
で
あ
る
。
幼
く
し
て
即
位
(
九
才)
し
、
周
公
が
摂
政
と
し
て
実
権
を
持
っ
た
。
管
蔡
は
管
叔
と
蔡
叔
、
と
も
に
周
公
旦
の
弟
。
兄
を
疑
い
乱
を
起
こ
し
て
殺
さ
れ
た
。(『
史
記』
｢
管
蔡
世
家｣
第
五
ほ
か)
彼
ら
は
国
家
の
基
礎
を
整
え
た
偉
大
な
帝
王
と
し
て
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
司
馬
遷
の
『
史
記』
は
｢
五
帝
本
紀｣
か
ら
始
ま
る
が
、
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
貴
族
社
会
に
あ
っ
て
必
読
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、『
平
家
物
語』
『
太
平
記』
な
ど
の
中
世
戦
記
文
学
(
注
６)
に
も
上
記
の
天
子
の
名
前
や
事
跡
、
故
事
や
表
現
を
踏
ま
え
た
記
述
が
多
々
見
ら
れ
る
。
流
布
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
神
皇
正
統
記』
(
文
徳
天
皇
・
清
和
天
皇)
は
、
幼
年
の
帝
を
立
て
て
摂
政
す
る
正
当
性
を
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。｢
周
公
世
家｣
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
も
、
こ
の
一
節
を
口
ず
さ
ん
で
光
源
氏
の
謀
反
を
疑
う
場
面
が
あ
る
。
周
ノ
世
ニ
周
公
旦
又
大
聖
ナ
リ
キ
。
文
王
ノ
子
、
武
王
ノ
弟
、
成
王
ノ
叔
父
ナ
リ
。
(
中
略)
成
王
ワ
カ
ク
シ
テ
位
ニ
ツ
キ
給
シ
カ
バ
、
周
公
ミ
ヅ
カ
ラ
南
面
シ
テ
摂
政
ス
。
次
に
、
本
朝
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
平
貞
盛
・
源
義
家
の
二
人
に
つ
い
て
見
る
。
⑤
貞
盛
が
将
門
を
討
つ
⑥
義
家
が
貞
任
を
戮
る
⑤
の
貞
盛
は
平
国
香
の
子
。
従
兄
弟
の
将
門
に
父
を
殺
さ
れ
、
藤
原
秀
郷
と
協
力
し
て
将
門
を
討
つ
。
そ
の
功
に
よ
り
鎮
守
府
将
軍
・
陸
奥
守
な
ど
を
歴
任
、
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
。
平
家
の
基
礎
を
築
い
た
先
祖
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
平
将
軍
と
号
し
た
。
嚢
祖
平
将
軍
貞
盛
、
相
馬
小
次
郎
将
門
を
追
討
せ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
東
八
ヶ
国
を
し
づ
め
て
子
々
孫
々
に
つ
た
へ
、
朝
敵
の
謀
臣
を
誅
罰
し
て
、
代
々
世
々
に
い
た
る
ま
で
朝
家
の
聖
運
を
ま
も
り
た
て
ま
つ
る
。
(
平
家
物
語
、
巻
十
、
請
文)
将
門
の
乱
は
承
平
五
年
(
九
三
六)
、
誅
せ
ら
れ
た
の
は
天
慶
三
年
(
九
四
〇)
で
あ
る
。
将
門
の
乱
の
経
緯
は
『
将
門
記』
に
詳
し
い
。『
今
昔
物
語
集』
(
巻
二
十
五
、
平
将
門
、
発
謀
反
被
誅
語
第
一)
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
源
家
の
基
を
築
い
た
と
さ
れ
る
の
が
⑥
義
家
(
一
〇
三
九
―
一
一
〇
六)
で
あ
る
。
清
和
源
氏
、
頼
義
の
長
子
。
前
九
年
の
役
に
お
い
て
父
に
従
い
、
安
部
頼
時
・
貞
任
・
宗
任
ら
と
戦
っ
て
乱
を
平
定
し
た
。
の
ち
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
と
な
る
。
昔
よ
り
代
々
の
朝
敵
を
た
い
ら
ぐ
る
者
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
…
…
貞
盛
・
秀
郷
が
将
門
を
う
ち
、
頼
義
が
貞
任
・
宗
任
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
義
家
が
武
衡
・
家
衡
を
せ
め
た
り
し
も
(
平
家
物
語
、
巻
一
、
殿
下
乗
合)
と
あ
る
よ
う
に
、
前
九
年
の
役
の
主
役
は
父
頼
義
で
あ
る
が
、
鳥
海
柵
で
の
僅
か
な
勝
利
は
義
家
の
奮
戦
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、｢
天
下
第
一
武
勇
之
士｣
と
評
さ
れ
る
義
家
の
名
が
挙
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伝
説
も
多
い
。
前
九
年
の
役
(
一
〇
五
一
―
一
〇
六
二)
は
陸
奥
で
起
き
た
安
倍
氏
の
反
乱
で
あ
る
。
義
家
は
、
半
独
立
的
な
族
長
制
を
形
成
し
た
安
倍
頼
時
と
そ
の
子
の
貞
任
・
宗
任
ら
と
戦
い
、
清
原
氏
の
助
力
も
あ
っ
て
こ
れ
を
鎮
圧
し
た
。
後
三
年
の
役
で
は
、
内
紛
を
起
こ
し
た
こ
の
清
原
一
族
を
滅
ぼ
し
、
東
国
に
源
氏
の
地
盤
を
築
い
た
。
貞
盛
・
義
家
の
二
人
は
｢
古
の
武｣
の
典
型
例
と
す
る
に
は
や
や
新
し
く
、
平
安
時
代
中
期
の
武
人
で
あ
る
。
中
国
に
比
べ
て
歴
史
の
浅
い
我
が
国
で
は
、
古
代
に
見
る
べ
き
｢
正
義
の
武｣
を
見
い
だ
す
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
返
状
に
挙
げ
ら
れ
た
田
村
麻
呂
や
利
仁
(
後
述)
で
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
平
貞
盛
と
源
義
家
が
選
ば
れ
た
の
は
、
朝
敵
を
鎮
圧
し
た
の
み
な
ら
ず
、
源
平
二
者
が
代
表
的
な
武
者
の
家
と
見
な
さ
れ
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
両
家
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
武
勇
で
聞
こ
え
た
義
家
に
も
文
雅
の
嗜
み
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
宮
中
暮
ら
し
の
長
か
っ
た
貞
盛
又
然
り
で
あ
っ
た
と
想
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像
す
る
。
衣
河
の
館
、
岸
高
く
川
あ
り
け
れ
ば
、
楯
を
い
た
だ
き
て
甲
に
か
さ
ね
、
筏
を
組
み
て
責
戦
に
、
貞
任
た
へ
ず
し
て
、
つ
ひ
に
城
の
後
よ
り
の
が
れ
お
ち
け
る
を
、
一
男
八
幡
太
郎
義
家
、
衣
河
に
お
ひ
た
て
せ
め
ふ
せ
て
、｢
き
た
な
く
も
、
う
し
ろ
を
ば
見
す
る
物
哉
。
し
ば
し
引
か
へ
せ
。
物
い
は
ん｣
と
い
は
れ
た
り
け
れ
ば
、
貞
任
見
帰
た
り
け
る
に
、
衣
の
た
て
は
ほ
こ
ろ
び
に
け
り
と
い
へ
り
け
り
。
貞
任
く
つ
ば
み
を
や
す
ら
へ
、
し
こ
ろ
を
ふ
り
む
け
て
、
年
を
へ
し
糸
の
み
だ
れ
の
く
る
し
さ
に
と
付
た
り
け
り
。
其
時
義
家
、
は
げ
た
る
箭
を
さ
し
は
づ
し
て
帰
に
け
り
。
さ
ば
か
り
の
た
た
か
ひ
の
中
に
、
や
さ
し
か
り
け
る
事
哉
。
(『
古
今
著
聞
集』
巻
第
九
、｢
源
義
家
衣
川
に
て
安
倍
貞
任
と
連
歌
の
事｣)
(
２)
語
句
集
団
Ｂ
に
つ
い
て
往
状
は
続
け
て
、
こ
う
し
た
尚
武
の
思
想
は
人
倫
社
会
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
庭
で
も
同
様
で
あ
る
と
主
張
し
、
両
者
の
対
応
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
天
庭
の
武
官
は
北
斗
七
星
中
の
武
曲
破
軍
・
天
狗
星
等
で
あ
る
と
し
、
武
烈
の
威
こ
そ
が
天
道
で
も
人
道
で
も
重
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
こ
こ
に
○
太
公
が
周
文
を
弼
け
た
○
張
良
が
漢
高
を
興
し
た
の
二
例
を
引
き
な
が
ら
、
兵
法
と
は
こ
れ
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
兵
仗
は
兵
法
の
器
を
作
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
兵
仗
に
は
旗
と
弓
矢
と
刀
剣
が
あ
り
、
天
庭
で
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
も
の
に
該
当
す
る
。
②
天
庭
に
お
け
る
旗
(
国
会
本
は｢
旌
旗｣)
は
太
白
星
の
象
(
ス
ガ
タ)
で
あ
る
③
天
庭
に
お
け
る
弓
箭
は
羽
林
星
の
形
で
あ
る
④
天
庭
に
お
け
る
刀
剣
は
戦
龍
の
精
で
あ
る
①
か
ら
④
が
、
天
道
・
人
道
の
対
応
を
示
し
て
い
る
。
(
３)
語
句
集
団
Ｃ
に
つ
い
て
兵
法
書
で
あ
る
。
次
の
五
本
が
挙
が
っ
て
い
る
。
①
六
韜
②
三
略
③
呉
子
④
孫
子
⑤
司
馬
法
①
六
韜
は
太
公
望
呂
尚
の
兵
法
書
。
偽
作
か
と
も
言
わ
れ
る
が
、
本
状
で
筆
者
は
、
｢
太
公
之
ヲ
以
テ
周
文
ヲ
弼
ケ
、
張
良
之
ヲ
以
テ
漢
高
ヲ
興
ス
。
此
事
ヲ
記
ス
、
之
レ
ヲ
兵
法
ト
謂
フ｣
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
書
名
は
出
て
い
な
い
が
六
韜
を
太
公
望
の
兵
法
書
と
見
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
張
良
も
ま
た
兵
法
に
よ
っ
て
漢
の
高
祖
を
扶
け
て
天
下
を
平
定
し
た
。『
日
本
国
見
在
書
目
録』
に
｢
太
公
六
韜
六
(
周
文
王
師
姜
望
撰)｣
と
あ
る
。
『
太
平
記』
(
巻
八)
に
は
、
ナ
ド
カ
六
波
羅
ヲ
一
戦
ノ
中
ニ
責
落
サ
デ
ハ
候
ベ
キ
。
是
太
公
ガ
兵
書
ニ
出
テ
、
子
房
ガ
心
底
ニ
秘
セ
シ
所
ニ
テ
候
ハ
ズ
ヤ
と
し
、『
義
経
記』
(
巻
二)
に
も
、
代
々
の
御
門
の
御
宝
、
天
下
に
秘
蔵
せ
ら
れ
た
る
十
六
巻
の
書
有
り
。
異
朝
に
も
我
朝
に
も
伝
へ
し
人
一
人
と
し
て
愚
か
な
る
事
な
し
。
異
朝
に
は
太
公
望
こ
れ
を
読
み
て
、
八
尺
の
壁
に
上
り
、
天
に
上
る
徳
を
得
た
り
。
張
良
は
一
巻
の
書
と
名
付
け
、
是
を
読
み
て
、
三
尺
の
竹
に
の
ぼ
り
て
、
虚
空
を
翔
け
る
と
あ
っ
て
、
太
公
望
と
張
良
は
対
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
②
三
略
は
一
老
人
(
黄
石
公)
が

上
の
橋
で
張
子
房
(
張
良)
に
授
け
た
と
い
う
兵
法
書
で
あ
ろ
う
か
。
上
略
・
中
略
・
下
略
の
三
巻
か
ら
な
る
。『
史
記』
留
候
世
家
に
み
え
る
こ
の
話
は
、
太
公
の
兵
法
を
記
し
た
｢
一
編
の
書｣
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
一
巻
書
と
称
す
る
兵
法
と
し
て
流
布
し
て
い
て
不
審
。
さ
ら
に
、
そ
の
文
章
は
秦
漢
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
人
の
偽
作
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
①
で
見
た
よ
う
に
、
張
良
に
受
継
が
れ
た
兵
法
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
史
記』
の
記
述
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
六
韜
で
あ
っ
た
か
三
略
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
別
の
書
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
日
本
で
は
、｢
張
良
一
巻
書｣
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
の
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集』
(
巻
下
雑
、
帝
王)
が
、｢
漢
高
三
尺
之
剣
、
坐
制
諸
侯
、
張
良
一
巻
書
、
立
登
師
伝
。｣
と
引
用
し
て
以
来
、
こ
の
言
葉
が
一
人
歩
き
し
、
段
々
と
神
格
化
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。『
日
本
国
見
在
書
目
録』
に
は
｢
黄
石
公
三
略
記
三
(
下

神
人
撰
成
氏
撰)｣
と
あ
る
。
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③
呉
子
一
巻
は
春
秋
戦
国
時
代
の
兵
法
家
で
あ
る
呉
起
撰
の
兵
法
書
。
起
は
楚
の
悼
王
の
相
と
し
て
楚
を
隆
盛
に
導
い
た
。『
呉
子』
の
選
者
に
は
諸
説
が
あ
る
。
④
孫
子
一
巻
は
孫
武
撰
の
兵
法
書
。
兵
書
中
、
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
武
は
斉
の
人
、
呉
王
闔
閭
に
仕
え
た
。
孫
子
と
呉
子
と
は
し
ば
し
ば
、｢
孫
呉
兵
法｣
の
よ
う
に
併
称
さ
れ
、
ま
た
対
照
さ
れ
る
。
孫
子
ガ
千セン
反ベン
ノ
謀
ハ
カ
リ
ゴ
ト、
呉
子
ガ
八
陣
ノ
法
、
互
ニ
知
タ
ル
道
ナ
レ
バ
、
共
ニ
不ヤブ
ラ
レ
ズ
被
破
不カコ
マ
レ
ズ
被
囲
、
只
命
ヲ
際
ノ
戦
ニ
テ
更
ニ
勝
負
モ
無
リ
ケ
リ
。(『
太
平
記』
巻
第
八)
⑤
の
司
馬
法
は
、
周
代
の
司
馬
穣
苴
の
兵
法
。『
史
記』
(
六
十
四
、
司
馬
穣
苴
伝)
に
よ
れ
ば
兵
法
書
を
作
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
①
〜
④
の
兵
法
書
は
、
例
え
ば
｢
呉
子
・
孫
子
・
六
韜
・
三
略
ナ
ン
ド
社
、
可
然
当
用
ノ
文
ナ
レ｣
(
太
平
記
、
巻
一
、
無
礼
講
事
付
玄
恵
文
談
事)
の
よ
う
に
あ
っ
て
、『
太
平
記』
世
界
で
は
常
識
で
あ
っ
た
。
⑤
に
つ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
流
布
の
状
況
が
定
か
で
な
い
。
知
名
度
が
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
周
代
司
馬
穣
苴
の
兵
法
と
は
別
に
、
諸
葛
孔
明
と
対
陣
し
た
司
馬
仲
達
の
策
(
戦
わ
ず
、
孔
明
の
病
に
倒
れ
る
の
を
待
っ
て
蜀
軍
に
勝
利
し
た)
も
、
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、｢
只
魏
ノ
将
司
馬
仲
達
ガ
、
蜀
ノ
討
手
ニ
向
テ
、
戦
ハ
デ
勝
事
ヲ
得
タ
リ
ケ
ン
、
其
謀
ニ
相
似
タ
リ｣
(
太
平
記
、
巻
三
十
八
、
細
川
相
模
守
討
死
事
付
西
長
尾
軍
事)
の
ほ
か
、
詳
し
い
記
述
が
散
見
す
る
。
混
乱
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
国
会
本』
で
は
、
上
記
五
書
の
後
に
『
尉
繚
子
・
太
宗
問
答』
が
続
き
、
計
七
書
と
な
っ
て
い
る
。
尉うつ
繚れう
は
戦
国
時
代
の
兵
法
家
。
鬼
谷
子
の
弟
子
(『
史
記』
始
皇
帝)
。
『
尉
繚
子』
五
巻
は
彼
の
著
し
た
と
言
わ
れ
る
兵
法
書
で
あ
る
。『
太
宗
問
答』
に
つ
い
て
は
未
勘
。
(
４)
語
句
集
団
Ｄ
に
つ
い
て
返
状
は
再
び
、
治
世
に
は
文
と
武
と
が
日
と
月
と
の
如
く
伴
う
こ
と
の
必
要
を
説
き
、
古
の
武
者
と
今
の
武
者
と
を
対
比
す
る
。
語
句
集
団
Ｄ
は
古
の
武
者
、
す
な
わ
ち
、
乱
を
治
め
徳
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
条
件
と
し
て
は
、
往
状
の
語
句
集
団
Ａ
に
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
Ａ
―
ａ
が
全
て
古
代
の
王
で
あ
っ
た
に
対
し
、
こ
こ
に
収
め
る
異
朝
の
武
者
四
名
は
全
て
将
で
あ
る
。
王
に
誤
解
さ
れ
て
命
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
不
運
な
武
将
が
揃
っ
て
い
る
。
①
白
起
②
王
翦
③
廉
頗
④
李
牧
四
名
と
も
『
史
記』
に
伝
の
記
載
が
あ
る
著
名
な
将
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
文
学
の
中
で
は
、
さ
し
て
称
揚
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
①
白
起
(
―
紀
元
前
二
五
七)
は
戦
国
時
代
秦
の
将
軍
。
昭
王
に
仕
え
、
武
安
君
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
趙
括
を
破
っ
て
、
趙
卒
四
十
万
人
を
生
埋
め
に
し
た
。
こ
の
故
事
は
『
蒙
求
(
白
起
坑
降)』
で
知
ら
れ
る
。
後
、
免
ぜ
ら
れ
、
死
を
賜
る
。『
太
平
記』
(
巻
二
十
六
、
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事)
は
、
秦
の
二
世
胡
亥
を
擁
し
た
趙
高
の
時
、
秦
の
将
軍
と
し
て
戦
っ
た
と
記
す
が
、
英
雄
的
な
言
辞
は
な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
年
代
的
に
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
。
始
皇
帝
の
崩
御
は
白
起
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。
②
王
翦
は
秦
代
の
将
。
始
皇
帝
に
登
用
さ
れ
、
趙
・
燕
・
薊
な
ど
を
平
定
、
後
に
楚
を
討
と
う
と
す
る
も
李
信
と
合
意
で
き
ず
、
李
信
の
破
れ
た
後
に
楚
を
平
ら
げ
た
。
③
廉
頗
(
紀
元
前
二
八
三
―
二
四
〇)
は
戦
国
時
代
趙
の
武
将
。
斉
・
秦
を
や
ぶ
っ
て
功
績
が
あ
っ
た
。
孝
成
王
の
時
、
秦
を
攻
め
る
も
王
の
信
を
得
ら
れ
ず
、
王
は
趙
括
を
以
て
廉
頗
に
代
え
、
秦
に
破
れ
る
。
次
い
で
燕
を
撃
破
し
信
平
君
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
悼
襄
王
が
立
ち
、
楽
乗
を
以
て
廉
頗
に
代
え
る
。
廉
頗
は
魏
に
奔
る
が
用
い
ら
れ
ず
、
次
い
で
楚
に
仕
え
、
寿
春
に
死
し
た
。｢
廉
頗
彊
食｣
の
語
は
、
廉
頗
が
老
い
て
尚
、
再
び
趙
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
、
使
者
の
面
前
で
大
食
し
た
と
の
故
事
に
由
来
す
る
。
彼
は
ま
た
、『
蒙
求
(
廉
頗
負
荊)』
の
故
事
で
知
ら
れ
る
。
廉
頗
将
軍
は
無
礼
を
働
い
て
し
ま
っ
た
藺
相
如
に
対
し
て
荊
を
負
っ
て
詫
び
、
そ
の
後
、
刎
頸
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。
④
李
牧
は
戦
国
趙
の
北
辺
の
将
。
匈
奴
を
破
り
、
ま
た
、
秦
軍
を
破
る
功
に
よ
っ
て
武
安
君
に
封
ぜ
ら
れ
る
が
、
讒
言
を
信
じ
た
趙
王
に
斬
ら
れ
る
。
本
朝
の
場
合
は
、
前
掲
Ａ
―
ｂ
に
収
め
る
｢
貞
任
と
義
家｣
と
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
四
名
と
の
差
が
分
明
で
な
い
。
⑤
田
村
⑥
利
仁
⑦
頼
光
⑧
保
昌
彼
ら
は
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
『
平
家
物
語』
で
は
、
成
人
し
た
源
義
仲
の
武
勇
が
上
古
の
勇
者
に
勝
る
と
評
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
七
名
の
内
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に
こ
の
四
名
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。
｢
あ
り
が
た
き
つ
よ
弓
、
勢
兵
、
馬
の
上
、
か
ち
だ
ち
、
す
べ
て
上
古
の
田
村
・
利
仁
・
餘
五
将
軍
・
致
頼
・
保
昌
・
先
祖
頼
光
・
義
家
朝
臣
と
い
ふ
と
も
、
争
で
か
是
に
は
ま
さ
る
べ
き｣
と
ぞ
、
人
申
け
る
。
(
平
家
物
語
巻
六
、
廻
文)
あ
る
い
は
、
義
経
の
名
将
軍
ぶ
り
を
述
べ
る
に
先
だ
っ
て
世
に
聞
こ
え
た
勇
者
八
名
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
本
朝
の
む
か
し
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
田
村
・
利
仁
・
将
門
・
純
友
・
保
昌
・
頼
光
、
漢
の
樊

・
張
良
は
武
勇
と
い
へ
ど
も
名
を
の
み
聞
き
て
目
に
は
見
ず
。
(
義
経
記
巻
一
、
義
朝
都
落
の
事)
特
に
、
前
二
者
、
後
二
者
は
対
に
さ
れ
て
口
の
端
に
上
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
古
そ
の
名
聞
し
田
村･
利
仁
が
鬼
神
を
せ
め
、
頼
光･
保
昌
の
魔
軍
を
や
ぶ
り
し
も
(
保
元
物
語
上
、
新
院
御
所
各
門
々
固
め
の
事
付
け
た
り
軍
評
定
の
事)
⑤
田
村
は
坂
上
田
村
麻
呂
。
征
夷
大
将
軍
と
し
て
蝦
夷
を
う
ち
、
勇
名
を
馳
せ
た
。
｢
赤
面
黄
鬚
、
勇
力
過
人
、
有
将
師
之
量
、
帝
壮
之
、
延
暦
廿
三
年
拝
征
夷
大
将
軍
、
以
功
叙
従
三
位
、
…
…｣
(
日
本
後
記
、
弘
仁
二
八
一
一
年
五
月)
と
あ
り
、
正
史
に
は
っ
き
り
と
名
を
留
め
る
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
軍
記
物
、『
今
昔』
等
の
説
話
に
も
広
く
登
場
す
る
。
⑥
利
仁
は
藤
原
氏
魚
名
流
の
鎮
守
府
将
軍
時
長
の
嫡
男
、『
尊
卑
分
脈』
に
、｢
鎮
守
府
将
軍
、
武
蔵
守
従
四
位
下
…
…
飛
海
如
在
翅
人
以
為
神
化
人
、
延
喜
十
一
任
上
野
介
、
同
十
二
年
廷
上
総
、
同
十
五
蒙
将
軍
宣
旨｣
と
あ
り
、
田
村
麻
呂
よ
り
約
百
年
後
の
人
で
あ
る
。
し
か
し
、『
今
昔』
で
は
、
文
徳
天
皇
の
御
代
に
新
羅
に
征
伐
に
行
っ
た
話
(
巻
十
四
、
依
調
伏
法
験
利
仁
将
軍
語
第
四
十
五)
も
あ
り
、
こ
れ
を
『
古
事
談』
で
は
宇
多
天
皇
の
御
代
と
す
る
と
か
、
田
村
麻
呂
と
利
仁
と
が
赤
頭
と
悪
路
王
と
を
成
敗
し
た
岩
室
が
伝
わ
っ
て
い
た
り
(
東
鑑
、
文
治
五
年
十
月
二
十
八
日)
、
挙
句
は
坂
上
利
仁
な
る
人
物
が
登
場
す
る
(
舞
曲
、
未
来
記)
な
ど
、
説
話
の
世
界
は
融
通
無
碍
で
あ
る
。
今
日
こ
の
利
仁
は
、
芥
川
の
『
芋
粥』
で
、
五
位
に
芋
粥
を
馳
走
す
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
⑦
頼
光
と
⑧
保
昌
は
共
に
道
長
に
仕
え
る
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
頼
光
は
鎮
守
府
将
軍
多
田
満
仲
の
子
、
源
氏
の
祖
。｢
歌
人
。
武
略
長
通
神
権
化
人
也
。
治
安
元
七
廿
四
卒｣
(
尊
卑
分
脈)
と
さ
れ
、
鬼
退
治
で
知
ら
れ
る
。
⑧
保
昌
は
藤
原
致
忠
の
子
、
母
は
元
明
親
王
の
女
、
道
長
の
家
司
、
長
元
九
年
(
一
〇
三
六)
に
七
十
九
歳
で
没
し
た
。
和
泉
式
部
の
夫
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。｢
心
猛
ク
シ
テ
弓
箭
ノ
道
ニ
達
レ
リ｣
(
今
昔
物
語
集
、
巻
十
九
、
丹
後
守
保
昌
朝
臣
郎
等
射
テ
母
ノ
成
鹿
ト
出
家
セ
ル
語
第
七)
と
形
容
さ
れ
、
袴
垂
に
も
恐
れ
ら
れ
た
話
が
『
今
昔』
(
巻
二
十
五
、
藤
原
保
昌
朝
臣
値
盗
人
袴
垂
語
第
七)
・『
宇
治
拾
遺
物
語』
(
二
十
八
袴
垂
合
保
昌
事)
に
見
え
る
。
御
伽
草
子
｢
酒
呑
童
子｣
で
は
頼
光
・
保
昌
共
々
鬼
退
治
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
並
び
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
(
５)
語
句
集
団
Ｅ
に
つ
い
て
堕
落
し
、
乱
を
好
み
、
徳
を
棄
て
た
今
の
武
者
で
あ
る
。
本
朝
で
は
①
将
門
と
②
純
友
が
、
異
朝
で
は
③
超
括
(
国
会
本
は
趙
括)
と
④

統
か
(
謙
堂
本
は

リ
ウ
涓ケン
、
国
会
本
は

)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
将
門
・
純
友
を
逆
賊
の
代
表
と
し
て
対
に
表
現
す
る
形
は
、『
平
家
物
語』
の
冒
頭
に
、｢
近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、
承
平
の
将
門
、
天
慶
の
純
友
、
康
和
の
義
親
、
平
治
の
信
頼｣
と
列
挙
さ
れ
、
ま
た
、
同
じ
く
巻
五
(
朝
敵
揃)
で
も
、｢
野
心
を
さ
し
は
さ
ん
で
朝
威
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
る
輩
、
…
…
平
将
門
、
藤
原
純
友
、
安
部
貞
任
・
宗
任
、
対
馬
守
源
義
親
…
…
す
べ
て
廿
余
人｣
と
さ
れ
て
い
る
。
国
を
乱
し
朝
廷
を
欺
い
て
誅
せ
ら
れ
た
将
門
と
貞
任
は
、
既
に
往
状(
語
句
集
団
Ａ
―
ｂ)
に
登
場
済
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
討
伐
者
側
の
貞
盛
・
義
家
を
優
れ
た
武
者
と
し
て
称
揚
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
逆
賊
と
し
て
の
二
人
は
、
｢
乱
を
好
む
今
の
武
者｣
の
典
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
作
者
の
歴
史
認
識
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
く
、
保
昌
・
頼
光
を
古
の
武
人
と
し
、
将
門
・
純
友
を
今
の
そ
れ
と
す
る
年
代
の
逆
転
が
あ
る
。
こ
う
し
た
誤
り
は
軍
記
物
語
に
多
々
見
ら
れ
る
の
で
、
中
世
の
一
般
的
な
教
養
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
③
趙
括
は
趙
の
将
。
廉
頗
に
代
わ
っ
て
秦
と
戦
い
、
白
起
に
大
敗
し
射
殺
さ
れ
た
。
④
に
つ
い
て
は
異
文
が
あ
り
未
勘
。
異
文
が
生
じ
る
こ
と
自
体
が
知
名
度
の
低
さ
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
か
。
(
６)
語
句
集
団
Ｆ
(
武
具)
に
つ
い
て
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戦
を
事
と
す
る
武
者
の
、
最
重
要
知
識
の
一
。
こ
こ
に
含
ま
れ
る
の
は
、
鎧
・
甲
・
兵
仗
・
刀
剣
で
あ
る
。
先
ず
は
名
を
覚
え
、
親
し
み
、
装
着
で
き
、
使
い
こ
な
す
の
で
な
け
れ
ば
命
に
も
関
わ
る
。
し
か
し
、
鎧
・
甲
の
種
類
や
部
位
名
称
に
つ
い
て
は
言
う
べ
き
こ
と
を
持
た
な
い
の
で
割
愛
す
る
。
こ
こ
で
取
上
げ
る
の
は
、
固
有
名
詞
(
銘)
を
も
つ
も
の
、
す
な
わ
ち
、《
源
家
相
伝
・
平
家
重
代
の
鎧
》
と
《
著
名
な
刀
剣
の
名
》
で
あ
る
。
武
者
の
鎧
に
対
す
る
執
着
は
、
女
性
の
衣
装
に
対
す
る
拘
り
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
身
を
守
る
実
用
性
に
加
え
て
、
精
神
的
な
誇
り
で
も
あ
り
、
力
の
誇
示
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
軍
記
物
語
に
お
け
る
煩
い
ほ
ど
の
描
写
が
そ
れ
を
物
語
る
。
《
源
家
相
伝
・
平
家
重
代
の
鎧
》
①
七
龍
②
八
龍
③
月
数
④
日
数
⑤
丸
太
産
衣
⑥
膝
丸
⑦
薄
金
⑧
小
袖
⑨
唐
皮
⑩
薄
雲
①
〜
⑧
の
八
領
が
源
家
相
伝
の
鎧
で
あ
る
。
⑤
の
丸
太
産
衣
は
源
太
産
衣
に
同
じ
。
丸
太
も
源
太
も
発
音
は
グ
ハ
ン
ダ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
八
領
に
は
出
入
り
が
あ
っ
て
、
ぴ
っ
た
り
合
致
す
る
こ
と
は
少
な
い
。『
保
元
物
語』
に
見
え
る
為
義
の
語
り
で
は
、
八
領
の
う
ち
、
六
領
が
重
な
っ
て
い
る
。『
異
庭』
の
小
袖
と
産
衣
、『
保
元
物
語』
の
楯
無
・
面
高
が
重
な
ら
な
い
。
異
伝
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
重
代
相
伝
の
薄
金
・
膝
丸
・
月
数
・
日
数
・
楯
無
・
面
高
・
七
龍
・
八
龍
な
ど
申
候
鎧
共
、
風
に
ふ
か
れ
て
四
方
へ
ち
る
と
見
て
候
あ
ひ
だ
、
心
も
と
な
く
お
ぼ
え
て
、
い
づ
か
た
へ
も
さ
し
い
で
じ
と
こ
そ
存
候
へ
。
(
上
、
新
院
為
義
を
召
さ
る
る
事)
保
元
物
語
は
、
異
本
に
よ
っ
て
は
｢
七
龍｣
を
除
き
｢(
源
太
が)
産
衣｣
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
次
の
書
言
字
考
節
用
集
に
等
し
い
。
『
書
言
字
考
節
用
集』
(
数
量
・
姓
氏
・
十)
に
は
、｢
源
家
ノ
鎧
八
領
〈
月
数
。
日
数
。
産
衣
。
八
龍
。
／
沢
潟
。
薄
金
。
無
楯
。
膝
丸
〉｣
と
あ
る
(
注
７)。
⑤
産
衣
は
八
幡
太
郎
義
家
が
元
服
の
時
、
帝
か
ら
賜
っ
た
鎧
と
い
い
(
義
経
記
巻
一
、
吉
次
が
奥
州
物
語
の
事)
、
ま
た
、
二
歳
で
鎧
を
威
し
て
院
に
見
参
し
た
た
め
の
命
名
と
も
い
う
(
平
治
物
語
巻
上
、
源
氏
勢
汰
へ
の
事)
。
源
太
は
義
家
の
幼
名
で
あ
る
。
⑥
膝
丸
に
つ
い
て
『
保
元
物
語』
は
、
牛
千
頭
の
膝
の
皮
を
取
り
威
し
た
も
の
と
い
う
。
八
領
の
鎧
の
内
、
源
太
産
衣
と
こ
の
膝
丸
の
二
領
は
、
特
に
家
を
継
ぐ
長
男
が
所
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
保
元
の
乱
の
折
、
源
為
義
は
敵
に
な
っ
た
長
男
義
朝
に
膝
丸
を
送
届
け
て
い
る
。
し
か
し
義
朝
は
こ
れ
を
着
用
せ
ず
、
楯
無
を
着
た
。
そ
の
後
、
義
朝
が
平
治
の
乱
に
敗
れ
て
、
膝
丸
の
行
方
は
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
⑦
薄
金
は
厚
み
の
薄
い
鉄
で
威
し
た
鎧
。『
太
平
記』
(
巻
第
十
六
、
新
田
殿
湊
河
合
戦
事)
で
は
、
義
貞
が
こ
れ
を
着
用
し
て
、｢
義
貞
ハ
薄
金
ト
云
う
甲
ニ
、
鬼
切
・
鬼
丸
ト
テ
多
田
満
仲
ヨ
リ
伝
タ
ル
源
氏
重
代
ノ
太
刀
ヲ
二
振
帯
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
左
右
ノ
手
ニ
抜
持
テ｣
雨
霰
の
如
く
降
り
来
る
矢
を
防
い
で
い
る
。
⑧
小
袖
は
『
太
平
記』
に
見
え
る
。
足
利
尊
氏
の
鎧
と
し
て
相
伝
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
師
直
に
囲
ま
れ
た
尊
氏
が
｢
小
袖｣
を
身
に
つ
け
た
と
あ
る
。
｢
〜
ヨ
シ
ヨ
シ
天
下
ノ
嘲
に
身
ヲ
替
テ
討
死
セ
ン｣
ト
テ
、
御
小
袖
ト
云
鎧
取
テ
被
召
ケ
レ
バ
(
巻
二
十
七
、
御
所
囲
事)
『
親
長
卿
記』
に
、｢
八
幡
殿
御
具
足
号
小
袖｣
(
明
応
二
・
閏
四
・
二
七)
と
あ
る
。
｢
面
高｣
は
沢
潟
威
の
鎧
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で
あ
ろ
う
。
平
治
の
乱
で
中
宮
大
夫
朝
長
が
着
用
し
て
い
た
。
｢
楯
無｣
は
平
治
の
戦
で
義
朝
が
着
用
し
て
い
た
黒
糸
威
の
鎧
で
あ
る
。
武
士
の
大
将
左
馬
頭
義
朝
生
年
三
十
七
、
練
色
の
魚
綾
の
直
垂
に
楯
無
と
て
黒
糸
威
の
鎧
に
獅
子
の
丸
の
裾
金
物
を
ぞ
打
ち
け
る
合
戦
に
破
れ
た
義
朝
は
東
国
へ
落
ち
る
途
中
、
美
濃
国
青
墓
の
手
前
で
大
雪
の
中
に
脱
捨
て
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
武
田
家
に
伝
わ
る
楯
無
鎧
は
別
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鎧
は
源
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
、
平
治
の
戦
で
は
、
父
義
朝
が
｢
楯
無
と
て
黒
糸
威
の
鎧｣
、
嫡
子
義
平
が
｢
八
龍
と
い
ふ
鎧
…
…
石
切
と
い
ふ
太
刀｣
、
次
男
朝
長
が
｢
を
も
だ
か
(
澤
瀉)
と
云
鎧
…
…
薄
緑
と
い
ふ
太
刀｣
、
続
く
三
男
頼
朝
が
｢
元
太
が
産
衣
と
云
鎧
…
…
髭
切
と
い
ふ
太
刀｣
を
帯
い
て
勢
揃
え
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
対
す
る
平
家
で
は
、
重
盛
が
｢
小
烏
と
い
ふ
太
刀
を
は
き｣
唐
皮
と
い
う
鎧
を
帯
い
て
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い
た
の
で
あ
っ
た
。
義
家
が
、｢
平
家
の
方
に
聞
る
唐
皮
と
い
ふ
鎧
ご
ざ
ん
な
れ
。｣
と
叫
ん
で
い
る
(
平
治
物
語
、
中
、
待
賢
門
の
軍
の
事
付
け
た
り
信
頼
落
つ
る
事)
。
⑨
唐
皮
は
平
家
重
代
の
櫨
匂
威
で
あ
っ
た
。
糸
威
し
で
な
く
皮
威
、
そ
れ
も
中
国
よ
り
輸
入
さ
れ
た
虎
の
皮
を
使
っ
て
い
た
た
め
の
命
名
で
あ
る
こ
と
が
『
源
平
盛
衰
記』
に
見
え
る
。
平
家
の
嫡
男
に
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
掲
平
治
の
戦
で
は
重
盛
が
着
用
し
て
お
り
、
頼
朝
討
伐
の
大
将
軍
と
し
て
東
国
に
向
か
っ
た
維
盛
は
、
こ
れ
を
持
参
し
て
い
る
。
大
将
軍
権
亮
少
将
維
盛
は
、
生
年
二
十
三
、
容
儀
体
拝
絵
に
か
く
と
も
筆
も
及
が
た
し
。
重
代
の
鎧
唐
皮
と
い
ふ
き
せ
な
が
を
ば
、
唐
櫃
に
い
れ
て
か
か
せ
ら
る
。
(
平
家
物
語
、
巻
第
五
、
富
士
川)
都
落
ち
す
る
維
盛
が
一
子
六
代
に
譲
ろ
う
と
遺
言
し
た
の
も
こ
れ
で
あ
る
。
抑
唐
皮
と
い
ふ
鎧
、
小
烏
と
い
ふ
太
刀
は
、
平
将
軍
貞
盛
よ
り
当
家
に
つ
た
へ
て
、
維
盛
ま
で
は
嫡
々
九
代
に
あ
ひ
あ
た
る
。
も
し
不
思
議
に
て
世
も
た
ち
な
を
ら
ば
、
六
代
に
た
ぶ
べ
し｣
と
申
せ｣
と
こ
そ
の
給
ひ
け
れ
。
(
平
家
物
語
、
巻
第
十)
平
家
滅
亡
後
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
が
、
伊
勢
貞
丈
に
よ
る
と
伊
勢
家
の
祖
貞
孝
の
こ
ろ
に
は
唐
皮
が
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
応
仁
の
乱
に
消
失
し
た
と
記
し
て
い
る
。
⑩
薄
雲
も
ま
た
平
家
重
代
の
鎧
で
あ
る
が
、
平
家
が
西
海
に
滅
ぶ
と
共
に
失
わ
れ
、
ま
た
、
着
用
者
も
不
明
で
あ
る
。
《
著
名
な
刀
剣
の
名
》
①
龍
泉
②
太
阿
③
干
将
④
莫
耶
⑤
草
薙
・
村
雲
⑥
髭
切
⑦
小
烏
⑧
抜
丸
⑨
母
子
丸
前
半
の
四
振
り
①
〜
④
は
中
国
の
も
の
、
後
半
の
五
振
り
⑤
〜
⑨
が
日
本
の
銘
刀
で
あ
る
。
①
龍
泉
②
太
阿
は
③
干
将
④
莫
耶
の
後
身
(
別
名)
で
あ
る
。
干
将
莫
耶
の
名
剣
説
話
は
多
様
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、『
異
庭』
の
作
者
が
何
に
拠
り
、
ど
の
よ
う
な
話
を
想
定
し
て
い
た
の
か
は
不
明
と
云
う
し
か
な
い
。
し
か
し
、
龍
泉
・
太
阿
が
対
の
太
刀
と
し
て
名
を
並
べ
る
説
話
は
、『
晋
書』
を
引
く
『
蒙
求
(
雷
煥
送
剣)』
に
あ
る
。
｢
並
刻
題
、
一
曰
龍
泉
、
一
曰
太
阿
。｣
と
あ
り
、
後
に
こ
の
二
剣
が
、
実
は
干
将
・
莫
耶
で
あ
る
と
判
明
し
た
と
記
す
。
龍
泉
は
刀
に
焼
き
を
入
れ
る
時
に
使
わ
れ
た
泉
の
名
と
す
る
も
の
が
多
く
(
太
平
記
な
ど
。
芭
蕉
も
同
じ
理
解)
、
そ
の
場
合
は
太
阿
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
該
当
し
な
い
。
蒙
求
の
蓋
然
性
は
高
い
と
思
う
。
⑤
｢
草
薙
剣｣
と
｢
村
雲
剣｣
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
が
大
蛇
を
退
治
し
た
時
、
そ
の
尾
か
ら
出
た
。
今
、
熱
田
神
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語』
(
巻
十
一
、
剣)
で
は
、
吾
朝
に
は
神
代
よ
り
つ
た
わ
れ
る
霊
剣
三
あ
り
。
十
づ
か
の
剣
、
あ
ま
の
は
や
き
り
の
剣
、
草
な
ぎ
の
剣
是
也
。(
中
略)
あ
ま
の
は
や
き
り
の
剣
は
、
尾
張
国
熱
田
の
宮
に
あ
り
と
か
や
。
草
な
ぎ
の
剣
は
内
裏
に
あ
り
。
今
の
宝
剣
是
也
。
と
語
り
始
め
、
宝
剣
の
辿
っ
た
紆
余
曲
折
を
記
し
て
い
る
。
⑥
髭
切
は
源
家
に
伝
わ
る
太
刀
。
前
掲
｢
鎧｣
の
項
で
見
た
よ
う
に
、
平
治
の
乱
に
あ
っ
て
は
、
頼
朝
が
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ
こ
で
は
命
名
の
由
来
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
八
幡
殿
奥
州
に
て
貞
任
を
責
ら
れ
し
時
、
度
々
の
間
に
生
取
千
人
の
首
を
う
ち
、
ひ
げ
な
が
ら
切
て
ン
げ
れ
ば
、
髭
切
と
は
な
づ
け
た
り
。
鎧
に
産うぶ
切ぎぬ
、
太
刀
に
ひ
げ
き
り
と
て
、
こ
と
に
秘
蔵
し
て
嫡
々
に
譲
し
か
ば
、
悪
源
太
に
こ
そ
た
ぶ
べ
か
り
し
を
、
…
…
頼
朝
に
た
び
け
り
。
⑦
小
烏
⑧
抜
丸
⑨
母
子
丸
は
平
家
に
伝
わ
る
太
刀
で
あ
る
。
平
治
の
戦
に
、
重
盛
が
｢
小
烏｣
を
は
い
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
維
盛
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
彼
の
死
を
前
に
六
代
へ
と
遺
言
さ
れ
た
と
い
う
。
抑
唐
皮
と
い
ふ
鎧
、
小
烏
と
い
ふ
太
刀
は
、
平
将
軍
貞
盛
よ
り
当
家
に
つ
た
へ
て
、
維
盛
ま
で
は
嫡
々
九
代
に
あ
ひ
た
る
。
も
し
不
思
議
に
て
世
も
た
ち
な
を
ら
ば
六
代
に
た
ぶ
べ
し｣
と
申
せ｣
と
こ
そ
の
給
ひ
け
れ
。
ま
た
、｢
唐
皮
・
小
烏
の
事
ま
で
も
こ
ま
ご
ま
と
申
た
り
け
れ
ば｣
と
あ
っ
て
、
平
家
、
就
中
維
盛
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
武
具
が
吾
が
命
同
様
に
貴
重
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平
将
門
を
追
討
し
、
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
嚢
祖
貞
盛
は
一
族
の
誇
り
で
あ
っ
た
。
一
方
の
⑧
抜
丸
は
平
治
の
戦
い
に
三
河
守
頼
盛
が
帯
い
て
い
て
命
を
救
わ
れ
た
名
刀
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で
あ
る
。
こ
れ
は
忠
盛
か
ら
伝
わ
っ
た
。
此
の
太
刀
を
抜
丸
と
申
ゆ
へ
は
、
故
刑
部
卿
忠
盛
、
池
殿
に
て
昼
寝
を
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、
池
よ
り
大
蛇
あ
が
り
て
、
忠
盛
を
の
ま
ん
と
す
。
此
太
刀
を
枕
の
上
に
立
て
ら
れ
け
る
が
、
す
る
り
と
ぬ
け
い
で
て
、
蛇
に
か
か
り
け
れ
ば
、
太
刀
に
お
そ
れ
て
蛇
は
池
に
し
ず
む
。
又
あ
が
り
て
飲
と
す
れ
ば
、
又
太
刀
ぬ
け
て
大
蛇
の
首
を
斬
、
か
へ
っ
て
さ
や
に
お
さ
ま
り
ぬ
。
忠
盛
是
を
見
給
て
、
さ
て
こ
そ
抜
丸
と
は
な
づ
け
ら
れ
け
れ
。
⑧
母
子
丸
を
所
有
し
た
と
い
う
｢
余
吾
将
軍｣
は
平
維
茂
。
貞
盛
の
甥
に
あ
た
る
上
総
守
兼
忠
の
息
子
で
あ
る
。
勇
名
は
遍
く
知
ら
れ
、『
増
鏡』
(
第
二
新
島
守)
で
は
、
｢
た
け
き
武
士
の
起
こ
り
を
尋
ぬ
れ
ば
、
い
に
し
へ
の
余
吾
・
利
仁
な
ど
い
ひ
け
ん
将
軍
ど
も
の
事
は｣
と
書
き
出
さ
れ
る
、
伝
説
の
武
人
で
あ
っ
た
。『
今
昔
物
語
集』
(
巻
二
十
五
、
平
維
茂
郎
等
被
殺
語
第
四
ほ
か)
で
は
そ
の
太
刀
に
つ
い
て
｢
打
出
ノ
太
刀｣
と
あ
る
の
み
で
母
子
丸
の
名
は
見
え
な
い
。
(
７)
語
句
集
団
Ｇ
(
馬
・
馬
具)
に
つ
い
て
馬
も
ま
た
、
武
者
の
必
需
品
、
と
い
う
よ
り
同
士
で
あ
る
。
武
者
の
威
容
も
活
躍
も
馬
に
負
う
所
は
大
き
い
。
戦
が
馬
と
弓
と
で
決
せ
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
善
し
悪
し
は
致
命
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
固
有
名
詞
を
残
す
《
語
句
集
団
Ｇ
―
ｂ
名
馬
》
を
取
上
げ
る
。
①
〜
⑤
が
中
国
、
⑥
⑦
は
日
本
に
名
を
残
す
伝
説
の
名
馬
で
あ
る
。
①
周
ノ
八
疋
②
秦
ノ
七
駿
③
呉
ノ
的
廬
④
楚
ノ
烏
騅
⑤
漢
ノ
烏
孫
⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒
⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍
①
周
ノ
八
疋
は
周
の
穆
王
が
所
有
の
八
疋
の
駿
馬
で
あ
る
。『
太
平
記』
(
巻
十
三)
は
洞
院
公
賢
の
言
と
し
て
、｢
天
馬
ノ
聖
代
ニ
来
ル
事
第
一
ノ
嘉
祥
也
。
其
故
ハ
昔
周
ノ
穆
王
ノ
時
、
驥キ
・

タ
ウ
・
驪リ
・

ク
ワ
・

リ
ウ
・

ロ
ク
・
ジ
・
駟シ
ト
テ
八
疋
ノ
天
馬
来
レ
リ｣
と
あ
る
。『
列
子』
(
周
穆
王
第
三)
に
は
、｢
か

り
ゅ
う
・
緑
耳
・
赤
驥
・
白
き
・
渠
黄
・
踰
輪
・
盗
驪
・
山
子｣
と
す
る
な
ど
名
前
に
は
諸
説
が
あ
る
。
②
秦
ノ
七
駿
③
呉
ノ
的
廬
。
的
廬
は
額
の
白
い
斑
点
が
流
れ
て
口
に
入
っ
て
い
る
馬
を
言
う
。
④
烏
騅
は
名
馬
の
名
。『
琵
琶
記』
(
昔
宴
杏
園)
に
見
え
る
。
⑤
烏
孫
は
漢
代
の
西
域
の
国
名
。
良
馬
を
産
出
し
た
こ
と
に
因
む
名
と
思
わ
れ
る
が
未
勘
。
⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒
は
、
甲
斐
の
国
か
ら
太
子
に
献
上
さ
れ
た
足
の
白
い
、
黒
い
小
馬
で
あ
る
。
太
子
は
こ
れ
に
乗
っ
て
天
翔
り
、
信
濃
か
ら
越
の
国
を
三
日
で
回
っ
て
き
た
と
い
う
。
太
子
が
薨
御
の
時
、
黒
駒
も
飲
食
せ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
(
聖
徳
太
子
伝
暦
上
ほ
か)
。『
延
喜
式』
に
よ
る
と
、
甲
斐
国
に
は
拍
前
・
真
衣
野
・
穂
坂
の
三
御
牧
が
あ
り
良
馬
を
産
出
し
た
。『
太
平
記』
(
牧
第
二
十
九
、
小
清
水
合
戦
事
付
瑞
夢
事)
に
夢
中
の
光
景
と
し
て
、｢
四
天
王
寺
ノ
聖
徳
太
子
、
甲
斐
ノ
黒
駒
白
鞍
置
テ｣
登
場
し
て
い
る
。
⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍
。
弘
継
(
広
嗣)
は
式
家
藤
原
氏
。
不
比
等
の
孫
、
宇
合
の
子
。
聖
武
天
皇
の
天
平
十
二
年
肥
前
国
松
浦
郡
に
お
い
て
反
乱
を
起
こ
し
た
。
伝
え
ら
れ
る
説
話
で
は
、
弘
継
が
駿
馬
を
馳
せ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
土
竜
の
名
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
土
龍
は
雨
を
祈
る
た
め
に
用
い
る
土
で
作
っ
た
竜
で
あ
る
が
、
竜
の
如
く
天
翔
る
馬
の
意
で
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
ノ
軍
ヲ
調
ヘ
儲
テ
待
戦
フ
ニ
、
御
方
ノ
軍
強
ク
シ
テ
広
継
ガ
方
少
シ
。
弱
ル
[(
欠
字)]
持
タ
リ
ケ
リ
。
其
ノ
龍
馬
ハ
空
ヲ
翔
ル
事
[(
欠
字)]
如
シ
。
然
レ
バ
、
其
ノ
馬
ヲ
乗
物
ト
シ
テ
、
時
ノ
間
ニ
王
城
ニ
上
リ
、
鎮
西
ニ
下
リ
行
ケ
ル
也
。
然
レ
バ
、
広
継
、
戦
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
勅
威
ニ
不
勝
シ
テ
遂
ニ
被
責
ル
際
ニ
、
広
継
、
海
辺
ニ
出
テ
、
其
ノ
龍
馬
ニ
乗
リ
、
海
ニ
浮
テ
高
麗
ニ
行
ナ
ム
ト
為
ル
ニ
、
龍
馬
、
前
々
ノ
如
ク
翔
ル
事
不
能
ズ
。(
中
略)
馬
ト
共
ニ
海
ニ
入
テ
死
ス
。
(『
今
昔
物
語
集』
巻
第
十
一)
彼
広
嗣
は
肥
前
の
松
浦
よ
り
都
へ
一
日
に
お
り
の
ぼ
る
馬
を
も
ち
た
り
け
り
。
追
討
せ
ら
れ
し
時
も
、
み
か
た
の
凶
賊
お
ち
ゆ
き
、
皆
亡
て
後
、
件
の
馬
に
う
ち
の
っ
て
、
海
中
へ
馳
入
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
(『
平
家
物
語』
巻
第
七
、
還
亡)
お
わ
り
に
六
月
状
は
武
具
と
武
者
に
つ
い
て
、
広
く
知
識
を
養
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
通
の
中
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に
は
、
武
威
の
役
割
が
し
っ
か
り
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
文
と
武
は
、
車
の
両
輪
の
如
く
、
月
と
日
の
如
く
、
と
も
に
重
要
で
あ
る
と
繰
り
返
し
つ
つ
、
今
の
乱
れ
た
世
に
あ
っ
て
は
、
武
者
こ
そ
が
｢
乱
を
治
め
危
を
扶
く
る
本
い
、
国
を
保
め
家
を
安
ん
ず
る
基
い
な
り｣
と
断
言
す
る
。
武
者
の
自
覚
を
促
す
文
言
が
繰
返
さ
れ
、
か
れ
こ
れ
の
歴
史
を
紐
解
い
て
、
善
な
る
武
者
の
有
り
様
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
語
句
集
団
は
Ａ
か
ら
Ｇ
ま
で
の
七
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
初
学
者
に
相
応
し
い
基
本
用
語
の
学
習
は
、
武
者
の
子
弟
と
し
て
不
可
欠
な
生
活
語
彙
を
中
心
に
し
て
い
る
。
一
方
、
や
や
煩
瑣
に
過
ぎ
る
か
と
思
わ
れ
る
先
人
の
事
跡
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
て
、
学
習
レ
ベ
ル
を
高
め
る
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
多
く
の
固
有
名
詞
は
、
学
習
者
の
世
界
観
を
広
げ
、
歴
史
観
を
育
て
る
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
物
は
、
中
国
で
は
『
史
記』
、
日
本
で
は
『
平
家
物
語』
や
『
義
経
記』
、『
太
平
記』
と
い
っ
た
戦
記
文
学
、
ま
た
、『
今
昔
物
語
集』
な
ど
の
説
話
に
も
登
場
す
る
も
の
が
多
い
。
私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に
耳
学
問
に
よ
る
学
習
が
進
ん
で
い
て
、
初
学
者
の
と
っ
て
も
馴
染
み
の
あ
る
名
前
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
注
(
注
１)
拙
稿
｢『
異
制
庭
訓
往
来』
の
時
代
性
―
二
月
(
食
品
群)
と
五
月
(
財
宝
群)
の
場
合
―｣
(
島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
45
号
、二
〇
〇
七
年
三
月)
(
注
２)
『
日
本
教
科
書
大
系
古
往
来』
所
収
(
注
３)
渡
辺
浩
史｢
叙
述
と
し
て
の
悪
党
―
近
年
の
中
世
史
研
究
に
お
け
る
悪
党
の
位
置
づ
け
―｣
(『
悪
党
と
内
乱』
悪
党
研
究
会
、
山
田
書
店
、
二
〇
〇
五
年
六
月)
(
注
４)
注
１
論
を
参
照
(
注
５)
『
史
記』
以
下
、
中
国
の
書
物
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
新
釈
漢
文
大
系
本
に
よ
る
(
注
６)
日
本
古
典
作
品
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
(
旧)
に
よ
る
(
注
７)
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
『
書
言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
影
印
篇』
(
風
間
書
房)
(
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
受
理)
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